
　領収証は前年１年間の
会費・ご寄付の合計額をま
とめ、1月下旬に送付いた
します。
　ご入金後すぐに領収証
発行をご希望の方は、東京
事務局（03-3208-2416）ま
でご連絡ください。
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日本キリスト教海外医療協力会 募金部

日本キリスト教海外医療
協力会募金部

裏面の注意事項をお読みください。 （ゆうちょ銀行）（承認番号東第52822号）

＊該当の□に　 をつけてください。
□募金に協力します。
□一般会員になります。（年額5,000円以上の任意額）
□社員会員になります。（年額10,000円以上の任意額）
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聖アンナ・ミッション病院に入院している赤ちゃん（タンザニア）

募金に
ご協力ください

2018夏期

1.ゆうちょ銀行・郵便局から
　（この振替払込用紙をご利用ください。）
2.銀行から（※お名前とご連絡先を東京事務局までお知らせください。）
　三井住友銀行　支店名：高田馬場支店
　口座番号（普）4186361　日本キリスト教海外医療協力会
3.クレジットカードで
　ＪＯＣＳのホームページよりお手続きください。
　http://www.jocs.or.jp                            ホームページ
当会へのご寄付・会費は、8割が事業費、
2割が管理費として使われます。
※個人情報の取り扱いについて：当会は、皆様の個人情報を厳重に管理・保管し、当会のプライバシーポリシーに従い、JOCSの広報・募金活動のためのみに利用します。

●ご寄付・入会の方法

JOCS　 　 検索

公益社団法人 日本キリスト教海外医療協力会

振替払込

東京事務局
〒169-0051　
東京都新宿区西早稲田2-3-18-51
Tel:03-3208-2416　Fax:03-3232-6922

関西事務局
〒530-0013　
大阪市北区茶屋町2-30 大阪聖パウロ教会内
Tel:06-6359-7277　Fax:06-6359-7278

5

協力

お母さんと子どもたちの健康といのちをまもるための活動を、
JOCS奨学生たちと一緒に始めました

　タンザニア・タボラ州では、妊娠や出産で多くのお母さんや赤ちゃんが命を落とし
ています。JOCS は、お母さんや生まれた赤ちゃんが出産の前後に適切なケアを受
けられることを目指し、タボラ大司教区保健事務所やその傘下の保健医療施設と協
力して、ママ・ナ・ムトトプロジェクトを始めました。「ママ・ナ・ムトト」とは、スワヒリ語で、
母（ママ）と（ナ）子ども（ムトト）という意味です。
　この活動には、これまでに JOCS の奨学金で研修を受けた医師や看護・助産師
たちが携わります。あたたかいご支援をよろしくお願いいたします。

　私は、JOCSの奨学金で正看護・助産師の研
修を受けました。それまでは、看護の知識や技術が
不十分な中で医療助手として働いていましたが、
研修のおかげで、今は自信を持って看護の仕事が
できるようになりました。学んだ中でとくに役に立っ
ているのが、助産や母子保健に関わる知識や技
術です。患者の状況を理解して、これ以上悪化さ
せないためにどうすべきかを考えるようになりました。
また弛緩(しかん)が起きたとき、こうしたら良くなる、こ
うしたら全弛緩を防げるということを他の看護・助産
師に助言できるようになりました。周産期や産後の
出血について、その原因を考察し、貧血を防ぐため
にどうすべきかわかるようになりました。産まれたばか
りの赤ちゃんが母乳をうまく吸えないとき、どうすれば

よいかも助言できるようになりました。
　緊急の状態で妊婦が運び込まれると、お母さん
と赤ちゃんの両方を助けたいという思いが強くなり、
いつも以上にやる気がでます。難しい分娩に立ち
会い、無事に赤ちゃんが生まれたときには、大きな
喜びと神様に守られていることを感じます。
　お母さんが分娩時に亡くなってしまうと、新生児
が残されます。その姿を見るのはとても辛いです。私
の働いている病院は、死産と新生児の死亡率がタ
ンザニアの全国平均より4倍以上高くなっていま
す。産前産後の健診を受けるお母さんが他の施設
より少ないことが原因の１つだと考えています。これ
からまだまだ多くのことを改善していく必要がありま
す。どうぞこれからも私たちの働きをお支えください。

産前産後の健診を受けるお母さんが増えるように取り組みます

元JOCS奨学生　シスター マグレス・ニャミズィ
（看護・助産師：聖ヨハネ・パウロⅡ世病院）

　領収書は前年１年間の
会費・ご寄付の合計額をま
とめ、１月下旬に送付いたし
ます。ご入金後すぐに領収
書発行をご希望の方は東
京事務局（03-3208-2461）
までご連絡ください
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ネパールの小学校に通う姉妹
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JOCSとネパールとのつながりは、1961年、岩村昇医師らをワーカーとして
派遣したことから始まりました。1964年にはネパールでの奨学金事業が始まり、
以来100人を超える保健医療従事者に学びの機会を提供してきました。

奨学金を通して支えられた人々が、今では病院や看護学校を支える力となり、
ネパールの医療の底上げにつながっています。

　サンジャーナ・ラマさん（30歳）は、2016年から2019年まで
JOCSの奨学生として大学で看護学を学びました。現在はアナンダ
バン病院の救急外来で看護師として働いています。将来は若手看
護師の手本となり、スタッフを束ねていくことが期待されています。
クリスチャン家庭に育ったサンジャーナさんは、幼いころに読んだ
ナイチンゲールの本に感動し、看護師になろうと思いました。ネパー
ルの農村部には、いまだハンセン病患者への差別や病気に対する
偏見が根強く残っています。ハンセン病を専門とするアナンダバン病
院で働くことを望みました。
6年間看護師として働く中で、患者さんたちに最適なケアをする

ためにはもっと勉強が必要だと感じるようになりました。そこで進学
のためにJOCSの奨学生に応募しました。
サンジャーナさんは、大学で、より高度な看護の知識や技術を学

びました。「特に、看護師たちをまとめ、病院全体で看護の質を上
げていくことの大切さとその方法を学んだことが、いちばん勉強にな
りました」とサンジャーナさんは振り返ります。
これから、アナンダバン病院で、自分が得た知識を看護師たちと
共有し、学んだことを実践していきたいと考えています。

皆様のご支援で医師や看護師に

なった元奨学生たちが、

今、 感染症から

人々のいのちをまもるた
め、

アジア・アフリカの各
地で活動しています。

これからもどうぞお支えください。


